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（表１ 地域別の袋数）

（表２ 分類項目）

　(4) 調査方法およびサンプル数の決定
　　　調査方法については、各地域の集積所から無作為に収集することとし、サンプル数は各
　　地域別人口比によって決定しています。サンプルとして抽出された袋の数量については表
　　１、容量については表３のとおりです。各サンプルは地域単位ごとに１袋毎の重量を測定
　　後に開封し、表２の分類項目に従って仕分けおよび計量を行いました。なお、分別状況を
　　確認するため、混入した資源化物等についても計量を行いました。また、平成２４年７月
　　から家庭系ごみの有料化制度が導入に伴い、ごみ袋の使用状況の変化を把握するため、有
　　料ごみ袋の容量等について調査項目を追加しています。

計

区分 代表品目および特記事項
①生ごみ 生ごみを入れた袋等を含む

22 19 11 15 24

飲料・食品の空き缶類⑨空き缶(資源化物)

6

西部東部中央
5

9

12 5
8

100
5012 4

１日目 11 10
２日目 11 9

１　調査の概要

　(2) 調査地域
　　　秋田市内の標準的なデータが得られるよう、排出者の生活スタイルや地域性等を考慮し
　　て、中央地域、東部地域、西部地域、南部地域、北部地域、河辺・雄和地域の６カ所を設
　　定しました。

　(3) 調査期間
　　　ごみの組成は季節変動があるといわれているため、一年を通じて春・夏・秋・冬の計４
　　回実施しました。
　　　　　　　　　　　春　　　５月３０日(木)、同３１日(金)
　　　　　　　　　　　夏　　　８月２２日(木)、同２３日(金)
　　　　　　　　　　　秋　　１１月２１日(木)、同２２日(金)
　　　　　　　　　　　冬　　　２月２０日(木)、同２１日(金）

地　域

　(1) 調査の背景と目的
　　　家庭ごみの排出実態や組成を明らかにし、ごみの減量化とリサイクルの推進に向けた政
　　策立案の基礎となるデータを得ることを目的として、平成１９年度から２年ごとに調査を
　　行ってきましたが、平成２４年７月から家庭系ごみ有料化制度導入したことに伴い、毎年
　　度実施することとしました。

（単位：袋）

計河辺・雄和北部南部
507

ティッシュ、写真、アルミ加工された紙パック等⑧紙類(資源化物以外)

ペットボトル類⑪ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ（資源化物）
飲料・食品の空きびん類⑩空きびん（資源化物）

上記⑨⑫以外の金属類。空き塗料缶、針金ハンガー等⑬金属類（資源化物以外）
金属鍋、フライパン等⑫金属類（資源化物）

⑮コンクリート類
⑭石･土砂類

レジ袋の枚数⑰レジ袋
上記①～⑮以外。紙オムツ、繊維片、ウェス等⑯その他

②草木･竹類 剪定枝、割り箸等
③衣類 繊維片、ウェス等は除く

⑦紙類(資源化物) 新聞、雑誌、ﾀﾞﾝﾎﾞｰﾙ、菓子箱、カタログ類、封筒等

⑤プラスチック類
④ゴム･皮革類 かばん、靴、バッグ、靴、ベルト等

食品トレイ、発泡スチロール、洗剤容器、ポリバケツ等
⑥陶器･ガラス類 茶碗、皿、コップ、割れたびん、蛍光灯、電球等
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（表３ 有料袋の容量：地域別）

※端数処理により数値が合わない場合がある。

（表４ 有料袋の平均容量：地域別）

※端数処理により数値が合わない場合がある。

（図１　有料袋の容量：袋区分別） （図２　地域別ごと有料袋の平均容量:地域別）
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　(1) 有料ごみ袋の使用状況
　　　有料化前までは４５Ｌの袋がほとんどであったが、平成２４年度の第３回調査時から袋
　　の容量調査を実施しており、２５年度は３０Ｌが３８％、４５Ｌが５１％であった。２４
　　年度第３回、４回調査による全体平均は３６.９３Ｌで、２５年度全体平均３６.４６Ｌと
　　比べると０.４７Ｌ減少していることから、だんだんと小さい袋への移行が見られていま
　　す。また全地域における１０Ｌ、２０Ｌの袋の合計枚数が春は５枚だったが、夏１０枚、
　　秋１６枚、冬１１枚と１０枚以上見られ、有料袋容量全体に占める割合も、３％、８％と
　　なり両者を合わせると全体の１１％となっています。
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2.00%
9.00%

52.00%
6.00%

2.00%
8.00%

38.00%

0.00%

10L

2% 20L

8%

30L

38%

45L

52%

有料袋
の容量

30 40

河・雄

西部

東部

南部

中央

北部

37.50L

37.50L

37.11L

37.00L

36.02L

35.16L

(地域)

(L)

昨年度第

３、４回

年間平均

調査袋数 400袋 調査袋数 400袋

2 



（表５ １袋あたりの重量：地域別）

※端数処理により数値が合わない場合がある。

（図３ １袋当たりの平均重量：季節別）

（図４ 年間の平均重量：地域別）

南部
4.155 4.585

最　小

最　小

0.8
14.7

4.036

　(2) 全体の集計結果
　　ごみ袋１袋あたりの重量
　　　　年間を通じた市全体の１袋あたり平均重量は４.１６８kgで、見かけ比重（１ﾘｯﾄﾙあ
　　　たりの重量）は、０.１１４kg/ﾘｯﾄﾙとなっています。季節別による市全体の平均重量は
　　　夏が４.７２８kgと最も重く、冬が３.６９２kgと最も軽く、平成２４年度調査と同様に
　　　夏が最も重く、冬が最も軽くなっています。
　　　　地域別による年間の平均重量は、南部地域、北部地域および河辺・雄和地域が市平均
　　　よりも上回っています。また最も重いのが南部地域の４.５８５kgであり、最も軽いの
　　　は中央地域の３.８３１kgとなっています。
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1.0 2.4
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4.182 5.053

0.5
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平　均

2.1
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1.4
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4.167

1.0 1.4
4.088 3.6923.668

2.2
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0.8

（単位：kg）
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1.0 1.7

平　均 3.373
最　大 8.0 9.0
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3.133
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0.5
4.464 4.800 3.700 3.578
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4.282 

4.043 
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3.400
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4.400
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4.181 3.831 4.034 4.155 
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（表６ 袋の容量別比重：季節別）

※端数処理により数値が合わない場合がある。

（図５ １㍑当たり平均比重：季節別）

４５㍑袋

　(3) 袋の容量別比重結果
　　ア　ごみ袋１リットル当たりの比重
　　　　ごみ袋は１０Ｌ、２０Ｌ、３０Ｌ、４５Ｌの各サイズがありますが、各ごみ袋の使用
　　　状況において、内容物が袋の容量に占める割合を簡易方法で求めています。１リットル
　　　当たりの比重値が大きいほど、袋の容量に対して内容物が占める割合が高いことになり
　　　ます。
　　　　年間平均における１㍑当たり比重は１０Ｌが最も高く、ついで２０Ｌ、３０Ｌ、４５
　　　Ｌと順に低くなっています。また、季節別の平均比重では夏が０.１６２と最も高く、
　　　春が０.０８２と最も低くなっています。
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1㍑当たり比重
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0.120

0.116

252.55051.75
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8.00
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10.100

1.488

2.746
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１０㍑袋

26.500

3.473138.900

271.100
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４５㍑袋
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148.100

39

293.700
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0.112

2.822

3.371

25.400

114.600

0.123

0.108

3.687

4.864

容量
１０㍑袋
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0.100

0.150

0.200

春 夏 秋 冬

（1㍑当たり比重）

H25

年平均

4 



（表７ １袋あたりの区分別の組成割合）

※端数処理により数値が合わない場合がある。

（表８ １袋あたりの区分別の平均重量）

※端数処理により数値が合わない場合がある。

0.320

4.2584.155

0.2860.298 0.265

4.295 4.168

⑯その他 0.264 0.295 0.261

0.000 0.000 0.105 0.010⑮コンクリート類 0.000 0.000 0.000

0.020 0.006 0.000 0.005⑭石･土砂類 0.000 0.000 0.000

0.013 0.029 0.019 0.017⑬金属類（資源化物以外） 0.011 0.008 0.016

0.008 0.011 0.017 0.015⑫金属類（資源化物） 0.013 0.028 0.009

0.008 0.008 0.011 0.009⑪ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ（資源化物） 0.010 0.009 0.005

0.017 0.025 0.011 0.020⑩空きびん（資源化物） 0.025 0.013 0.025

0.007 0.017 0.039 0.015⑨空き缶(資源化物) 0.010 0.012 0.014

0.268 0.244 0.209 0.253⑧紙類(資源化物以外) 0.299 0.227 0.241

0.377 0.377 0.309 0.429⑦紙類(資源化物) 0.468 0.469 0.563

0.018 0.032 0.039 0.024⑥陶器･ガラス類 0.013 0.013 0.043

0.706 0.752 0.656 0.719⑤プラスチック類 0.703 0.692 0.795

0.117 0.101 0.061 0.070④ゴム･皮革類 0.054 0.033 0.045

0.300 0.214 0.212 0.199③衣類 0.080 0.277 0.120

0.057 0.125 0.187 0.122②草木･竹類 0.184 0.104 0.059

2.346 2.055 2.120 1.977①生ごみ 1.696 1.854 1.959

中央 東部 西部 南部 北部 河・雄 全地域

0.1 0.0

6.93 6.21 6.87

0.0 0.0 0.0 2.5 0.2

6.90 7.32 6.28 6.99

0.0 0.0

0.33

5.85

0.10.0 0.0 0.0 0.4

0.68 0.45 0.400.30 0.20 0.38 0.29

0.39 0.350.68 0.22 0.18

0.23 0.11 0.18

0.27

0.19

0.37 0.58

6.06

0.39 0.91 0.35

5.67 4.92

0.26 0.49

（単位：％）

0.27 0.29 0.33 0.15

5.63

0.75 0.91

5.79

19.13 15.40 17.50

0.81

⑪ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙ（資源化物）

⑩空きびん（資源化物）

17.16

1.09 2.56

8.2312.21 10.29

1.69

15.41 17.25

0.580.33 1.04

13.55

⑮コンクリート類

⑭石･土砂類

⑬金属類（資源化物以外）

⑫金属類（資源化物）

全地域河・雄北部南部

2.93

2.90 6.55 4.99 4.98

1.42

4.78

中央

44.28 47.16

西部東部

45.96

0.33

1.40

18.36

0.66

⑨空き缶(資源化物)

0.33

7.79

11.62⑦紙類(資源化物)

⑧紙類(資源化物以外)

0.60

⑯その他

　　イ　地域別によるごみ組成結果
　　　　年間を通じた市全体の組成割合は「生ごみ」が４７.４３％と最も高く、次いで「プ
　　　ラスチック類」が１７.２５％、「紙類（資源化物）」が１０.２９％、の順で高くな
　　　っています。地域別では、南部と河辺・雄和地域で「生ごみ」の割合が高く、「プラ
　　　スチック類」については全地域で同じような割合となっております。また、「紙類（
　　　資源化物）」の割合では西部、中央地域が高い割合を示しています。なお、資源化物
　　　の混入については「紙類」の割合が最も高く、「空き缶」、「空きびん」および「ペ
　　　ットボトル」、「金属類」については割合が低くなっています。

区分

0.40

①生ごみ

100.0100.0 100.0

47.4349.77

2.35 1.42

8.78

0.26 0.21

②草木･竹類

2.09 6.87

（単位：kg）

4.81 2.57

⑥陶器･ガラス類

0.27

⑤プラスチック類

④ゴム･皮革類

③衣類

計

区分

4.585計 3.831 4.034

100.0 100.0 100.0 100.0

51.17 47.86

2.91 4.401.24

7.25
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（図６ ごみの組成割合）

（図７ 地域別による年間平均のごみ組成）
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（表９ ごみ袋１袋あたりのレジ袋数）

※端数処理により数値が合わない場合がある。

（図８ 季節別によるレジ袋数）

（図９ 地域別によるレジ袋数）

（表10 生ごみの含水率）

※端数処理により数値が合わない場合がある。

（図10 生ごみの含水率）
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    エ　生ごみの含水率
　　　　ごみ袋中の生ごみの含水率を計測し、季節毎の変化を把握しています。年間を通じ
      た平均含水率は７７.２３％で、季節別では夏が８４.０１％と最も高く、次いで春
　　　が７５.９５％、冬が７８.４５％で、秋が６９.７９％と最も低くなっています。
　　　　今回の調査においては、昨年度と比べると秋における含水率の差が大きくなってい
　　　ます。
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年間平均冬秋夏
含水率 75.95 84.01 77.2369.79 78.45

　　ウ　地域別によるレジ袋数
　　　　ごみ袋に混入しているレジ袋の枚数を計測し、地域別、季節毎の排出状況を把握して
      います。年間を通じたレジ袋の平均枚数は４.５４枚で、昨年度と比べ０．２９枚少な
　　　くなっています。季節別では春が４.９９枚と最も多く、夏が４.２８枚と最も少ない状
　　　況は昨年度と変化なく、地域別では、西部地域が５.０２枚と最も多く、河辺・雄和地
　　　域が４.０６枚と最も少なくなっています。

5.20 

4.46 

4.99 

4.50 
4.99 

4.28 
4.45 4.42 

3

4

5

6

春 夏 秋 冬

（枚）

4.69 4.89 

6.14 

4.82 

4.06 

5.53 

4.34 
4.71 5.02 4.75 

4.40 

4.06 

3

4

5

6

7

中央 東部 西部 南部 北部 河辺・雄和

（枚）

78.23 
82.27 76.53 

77.10 75.95 

84.01 

69.79 

78.45 

65.00

70.00

75.00

80.00

85.00

90.00

春 夏 秋 冬

（％）

年間平均
77.23 ％

地域平均

H2

H25

H25H24

H25

H24

7 


